
32 地域交通の円滑化と安全・安心なまちづくり（防災・安全）

平成26年度　～　平成30年度　(5年間)

市町村道の要補修箇所の修繕率（5年間）を０％（H26）から１００％（H30）に向上させる。

Ａ　基幹事業 ・（由利本荘市定住自立圏共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ）に基づき実施される要素事業：A1701～A1730

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

32-A0201 道路 一般 小坂町 直接 小坂町 (2)新町中小坂線 現道拡幅　L=230.0m 小坂町 100

32-A0202 道路 雪寒 小坂町 直接 小坂町 (他)一本杉線ほか 流雪溝　L=928.0m 小坂町 120

32-A0203 道路 一般 小坂町 直接 小坂町 (1)牛馬長根１号線ほか 舗装補修　L=4.6km 小坂町 54

32-A0204 道路 一般 小坂町 直接 小坂町 (1)上向１号線 局部改良　ΣL=414.0m 小坂町 110

32-A0205 道路 一般 小坂町 直接 小坂町 上小坂２号線ほか 現道拡幅・安全施設　L=0.3km 小坂町 82

合計

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

32-C0201計画・調査 一般 小坂町 直接 小坂町 道路・構造物点検 9

合計

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

※小坂町分を抜粋しています。

Ｄ 百万円
効果促進事業費の割合

○○％
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

Ｂ Ｃ 0百万円

必要な修繕箇所（5年間）を抽出し、各年ごとに実施する橋梁を累計し百分率で表す。

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
22,971百万円 Ａ 24,117百万円

H30（末）H28（末）（H26当初)

（修繕率）＝（修繕済み箇所数）／（修繕が必要な箇所数）×100（％）

・（由利本荘市定住自立圏共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ）に基づ
き実施される要素事業：A1701～A1730

50% 100%0%

要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

交付対象事業

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

計画の目標

鹿角市、小坂町、北秋田市、上小阿仁村、能代市、藤里町、三種町、八峰町、潟上市、五城目町、八郎潟町、井川町、大潟村、由利本荘市、にかほ市、湯沢市、羽後町

平成29年3月22日

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

事業者

安全・安心なまちづくりのため、地域道路の防災・安全機能の強化を図るとともに、既存道路ストックの有効活用と適切な修繕により、長期にわたる通行の安全確保を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

別紙５－１


